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当研究所所長就任２年目となりました村上喜郁です。
2021年度も新型コロナウィルス（COVID-19）の世界
的流行が収まらない年でした。このような状況の中でも、
２度目の東京オリンピックが開催されるなど、明るい話
題もありました。遅れていた国民のワクチン接種も年末
には２回目が８割に達し、年明けには医療従事者から３
回目接種も始まっています。オミクロン株の登場など不
安要素も残るものの、全体として良い方向に進んでいる
ように思われます。新型コロナウィルスと戦う医療従事
者、製薬開発研究者の皆さんを応援しつつ、この災禍が
早期に終息することを祈っております。
さてビジネスの世界では、昨年度からのいわゆる「働
き方改革」は一層進展しています。また、DXやA.I.など
の技術の活用を進める企業の中には、過去最高益を記録
するものもありました。しかし、観光や外食産業など、
人と人の接触を必要とするサービス業では、新型コロナ
の蔓延状況に一喜一憂せざるを得ない状況も続いていま
す。この回復と停滞の「Ｋ字回復」の状況は、またしば
し続くかもしれません。ただし、日本のビジネスはこの
状況を機会と捉え、業態転換と新事業への進出を進める
ことが、新しいコロナ後の世界への道だと私は考えてい
ます。
追手門学院大学においては、LMS（学習管理システ
ム）の活用をさらに進めております。2021年度では、
授業内容や履修者の多寡により、授業毎に対面授業と遠
隔授業を併用する形で運営をおこないました。加えて一
部授業では、新たなLMS「Knowledge Deliver」を導入
し、学習成果の可視化も試みています。この新LMSを用
いた遠隔授業は、コロナ後の教育においても対面授業と
の併用が決定しており、当学は効率的かつきめ細かい教
育スタイルを模索している状況です。
当研究所の事業に目をやると、昨年同様にオンライ
ンを活用した活動を実施するとともに、感染に配慮する
形で対面型イベントをおこなうことも出来ました。オン

ラインでは、７月21日に㈱リィーベン・ジャパン協賛
「第８回 追手門グッズコンテスト｣、12月９日にはフジ
テック㈱協賛「フジテック杯 第12回 追大 学生ビジネ
スプランコンテスト」を開催いたしました。また、それ
に先行して外部講師としてアプリル㈱代表取締役 福嶋
伸之氏を招き、10回にわたる学生研究会を開きました。
参加学生からは、｢第23回 CVG大阪大会」のセミファイ
ナル進出者、(一財）学生サポートセンター主催「第19
回 学生ビジネスプランコンテスト」アイデア賞受賞者
を輩出しております。研究会に参加し努力を積んだ学生、
そして、アドバイスいただいた福嶋先生に感謝いたしま
す。
また、12月８日～９日、北おおさか信用金庫「きた
しんビジネスマッチングフェア2021」では、井上秀一
所員が「中小企業における管理会計」と題したセミナー
動画を配信しております。同会では、感染に十分に配慮
しつつ「ほくせつ探検大学」の学生メンバーが当研究所
のブースを出展いたしました。同じく、11月17日～23
日に千里阪急（百貨店）においてイベント「千里さん
ぽ」にも参加いたしました。加えて、対面で開催された
北おおさか信用金庫に向けた研修「令和の地域金融機関
管理職に求められるスキル向上プログラム（全15回)」
には多くの所員が講師を務めております。
この様に、困難な状況の中でも多くの事業を実施す
ることが出来ました。これも協力いただいた企業の皆
様、学生の皆さん、所員の先生方他のご協力の賜物だ
と考えております。ここにお礼申し上げます。また現
在、「withコロナ／afterコロナ」の中堅・中小企業に関
わる研究プロジェクトを進めつつあります。来年度以降
も、追手門学院大学ベンチャービジネス研究所は､「ベ
ンチャービジネス研究」と「地域企業・自治体との連
携」に一層尽力したいと考えております。関係の皆様に
おかれましては、ご協力のほど、よろしくお願い申し上
げます。

2021年度のベンチャービジネス研究所の活動を振り返って
追手門学院大学 ベンチャービジネス研究所所長　経営学部教授　村上 喜郁
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今年で第12回目を迎えたビジネスプランコンテストが

無事に終了しました。今回は、コロナ禍であるにもかかわ

らず、第一次審査時点で85組の応募があり、その中から

選ばれた20組が二次審査で発表する形となりました。

ビジネスプランを考える際には、世のニーズを探り、ビ

ジネスに関わる各主体の利害を考慮し（引き出し)、事業

アイデアとしてまとめあげていきます。今回は特別部門

のお題が「カーボンニュートラルに向けたニュービジネ

ス」であったこともあり、SDGsを意識したプラン（非営

利型ビジネスに近いものを含む）が多かったことが印象

に残っています。

SDGsを意識したビジネスプランは、社会的な意義の高

いものが多くなります。他方で、ニーズがついてくるのか

（お金を払ってまでその製品・サービスを手に入れたい／

利用したいと思うか）という点や、想定するビジネスパー

トナーが自身の利害と照らして本当に協力してくるか、と

いう点のハードルが上がります。報告をお聞きし、かなり

複雑な（複数の主体を巻き込んだ）ビジネスプランを提

案するチームが多かった印象があり、皆さんの苦労の跡

が見てとれました。しかしながら、多くの主体を巻き込み

複雑な構造を描いた分だけ、協力を引き出せなかったり、

コストが増えたり、事業上のリスクを抱えたりと、検討し

乗り越えるべき障壁が増加します。もっと検討すべきこと

があったかもしれません。

非営利性の強いテーマゆえに、結果的に複雑なビジネ

スプランを練り上げることとなる――その意味では、思

考力を相当に使う訓練になったのではないかと考えてい

ます。今回の経験が、皆さんの今後の人生の一助となれ

ばと、審査員として願っております。

第12回追大学生ビジネスプランコンテストを終えて

審査員　経営学部 准教授　宮宇地　俊岳（ベンチャービジネス研究所所員）
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主催

追手門学院大学ベンチャービジネス研究所
応募の詳細は

こちら▶

マ
ス
ク
ケ
ー
ス

マ
ス
ク
ケ
ー
ス

ク
ケ
ーー

ス
ク

マ
ス

ケ
ク
ス
ク
ススス
ママ
ス
マ
ス
ク
ス
ク
ケ
ク
ケケ
ー

商
品
化
グ
ッ
ズ
！

商
品
化
グ
ッ
ズ
！

追手追手追追手

品
化
グ
ッ

化
グ
ッ
ズ

商
品
商
品
化

2
0
2
0
年
度
の

2
0
2
0
年
度
の

※賞及び副賞は変更になる場合がありますのでご了承ください。

質疑応答賞 QUOカード ５千円分 全体より 1組質疑応答賞 QUOカード ５千円分 全体より 1組

高校生敢闘賞 QUOカード １万円分 　　　　 1組
いばらきバル賞 QUOカード １万円分 部門１より 1 組

動　画　賞 QUOカード ５千円分 全体より 2組

最 優 秀 賞 QUOカード 2万円分 全体より 1組

奨　励　賞 QUOカード ５千円分 全体より 3組
優　秀　賞 QUOカード １万円分 各 部 門 1組

追 手 門 学 院 大 学 の 学 生 お よび
大阪府内の高校に通う高校生

コロナ禍における
安心安全な食べ歩きイベントの
実施に寄与するグッズ

追手門学院の
知名度向上につながる
新しいグッズ

部門2

部門1

賞 (副賞)賞 (副賞)

応募資格応募資格
募集内容募集内容

募集
期間 5 105 105 105 10 6 176 176 176 17▶▶[　 ]月 [　 ]木

年年2021募集
期間 5 105 105 105 10 6 176 176 176 17▶▶[　 ]月 [　 ]木

年年2021

オンライン
開催

採用されれば、グッズ化の可能性あり！ 採用されれば、グッズ化の可能性あり！ 

アイデア募集中！アイデア募集中！

オオオンンランンランランンラララララオ ライイライラインインインインオンンンオオ イイライイオンオンンライラインンンイン
催催催催開催開催

GOODS CONTESTOODS CONNTESTGGOOOGOOOGOGOGGGGGGOOOOOOOOOODDDDDDDDSSSSSSSS CCOOOOOOOONNNNNNNN EEEEEEEESSSSSSSSTGGGOOOOOO NNNNNNTTEE TSSSGGGOOOOOOOOOOOOOOO

第８回 追手門第８回 追手門

・応募されたアイデアの知的所有権は追手門学院大学に帰属します。（アイデアをグッズとして制作する可能性があります。）
  受賞したグッズアイデアは、応募者に了承を得て、概要を公表します。
・審査結果の発表後、盗作や虚偽の内容等が判明した場合は受賞失格となります。

※賞及び副賞は変更になる場合がありますのでご了承ください。高校生敢闘賞（図書カード1万円分 1組）
いばらきバル賞（QUOカード1万円分 部門1より1組）質疑応答賞（QUOカード5千円分 全体より1組）動 画 賞（QUOカード5千円分 全体より2組）
奨 励 賞（QUOカード5千円分 全体より3組）優 秀 賞（QUOカード1万円分 各部門1組）最優秀賞（QUOカード2万円分 全体より1組）

※ 申込書に添付できる容量は6MBまでです。
※ 応募後すぐに返送される「応募申込書を受け付けました」というメールが30分以内に届かない場合は、
　 至急事務局までメールでご連絡ください。（事務局：info_vbk@otemon.ac.jp）
※ 電話やFAX、紙での応募は一切受け付けません。
※ 応募に関する質問や相談はこちらまで：mihayama@otemon.ac.jp（地域創造学部　葉山）

提出期限：2021年6月17日（木）23時59分

https://ws.formzu.net/dist/S92870568/

https://www.otemon.ac.jp/research/labo/venture/

コンテスト応募フォームURL　　 

ベンチャービジネス研究所HP　  

② 応募フォームに応募ファイルを添付して申込み

① 下記のホームページから応募ファイルをダウンロードし、必要事項を記入

本学ベンチャービジネス研究所の所員・研究員・顧問、および外部の有識者の中から
審査委員を選出して審査します。

第1次審査：グッズアイデア（有用性・宣伝効果・実現可能性）
第2次審査：第1次審査からの改善・発展度合、プレゼンテーション能力

審 査 員 / 

審査基準 / 

部門１：コロナ禍における安心安全な食べ歩きイベントの実施に寄与するグッズ
部門2：追手門学院の知名度向上につながる新しいグッズ

オンライン会議システムを
利用して発表会を実施

事前に作成してもらうプレゼンテーション動画と、
オンライン会議システムを使って行う質疑応答を
基に審査します。発表会と第2次審査の後、結果
発表と表彰を行います。

（CAMPAUSSQUAREにも掲示（メール配信）
  します。）

審査を通過した学生には
6月末頃までに連絡します。

提出された専用の応募用紙を基に審査を行います。

○第2次審査

○第1次審査結果報告

○第1次審査（受付期間）

[水] 午後
7
21

6月
末頃

[木][月]
6
17

5
10

●その他の注意事項

●賞（副賞）

●応募方法・提出先

●募集内容とグッズのテーマ 

●審査方法とスケジュール

本学では、毎年の秋学期期間に「追大学生ビジネスプランコンテ
スト」を開催しています。これまで、経営学部を中心に多くの学
生に参加してもらい種々の素晴らしいビジネスプランが提案され
ています。さらに望ましいことは経営学部に限らず様々な学部か
らも参加してもらい、より多くの学生に“ビジネス”に対する関心
を持ってもらうことです。
そのため、ベンチャービジネス研究所では、コンテストを経営学
部以外の学生にも身近な内容にして体験できる場を設けます。
これによって追大学生ビジネスプランコンテストへの関心が高ま
ることを期待します。

募集要項

SODSODSGOGOOGGOOOO SSDD NTESN STSTSTSTTTTTTTTEEETETETEESEESTTTETTSSSSS CCOOOOOONNNNNNNNTEEEEESSSSSSSSTOOOOOOOGGGOGGGGGGOOOOOO SSSSSSSSSSDDDDDOODD NN TTTSSSSSSTTTTEEEEEEEEEEEETTTE

第８回 追手門第８回 追手門第８回 回 追手門追追追第第 門門門第８回 追手門
プレ・追大学生ビジネスプランコンテスト

〒567-8502  大阪府茨木市西安威 2-1-15
072-665-5277 / F A X  072-643-9597
info_vbk@otemon.ac.jp

住 所
T E L
Email

追手門学院大学ベンチャービジネス研究所
（研究棟 6階 603　研究所・センターシェアオフィス）

お問い合わせ先

主催

協賛

個人またはグループ。
ただし、大学生・大学院生の場合は、追手門学院大学の学生個人か、
1名以上の追手門学院大学学生を含むグループ。

近畿 2 府 5 県畿圏内の高校、
（大阪府・京都府・兵庫県・奈良県・三重県・滋賀県・和歌山県）

大阪府下の大学・大学院に通う学生

※賞及び副賞は変更になる場合がありますのでご了承ください。

1組
1組
4組
3組
1組
2組
1組

5万円分
3万円分
3万円分
1万円分
1万円分
1万円分
1万円分

QUOカード
QUOカード
QUOカード
QUOカード
QUOカード
QUOカード
図書カード

最 優 秀 賞
フジテック特別賞
優 秀 賞
奨 励 賞
質 疑 応 答 賞
動 画 賞
高 校 生 敢 闘 賞

カーボンニュートラルに向けたニュービジネスカーボンニュートラルに向けたニュービジネス
社会に役立つビジネスプラン・アイデア社会に役立つビジネスプラン・アイデア一般部門

特別部門

賞
と
副
賞
（
予
定
）

応募資格

募
集
テ
ー
マ

応募の詳細は
こちら

木12 9 午後（予定）2021
オンライン開催３１2021

金 日109１０

ビジネスプラン発表会（２次審査）ビジネスプラン発表会（２次審査）応募期間（１次審査）応募期間（１次審査）

第12回 追大
オンライン開催

追手門学院大学ベンチャービジネス研究所（研究棟6階603　研究所・センターシェアオフィス）
住所 〒567-8502 大阪府茨木市西安威2-1-15
TEL 072-665-5277 / FAX 072-643-9597 / Email info_vbk@otemon.ac.jp

・ 応募プランの知的所有権は応募者に帰属します。受賞したプランは、応募者に了解を得て、概要を公表します。
・ 審査結果の発表後、盗作や虚偽の事実等が判明した場合は失格となります。応募にあたっては知的財産権等について、
第三者の権利の侵害、その他の問題が生じないよう、十分に注意してください。

・ その他、応募に関して不明な点がありましたら、下記問合せ先までお問い合わせください。

※賞及び副賞は変更になる場合がありますのでご了承ください。

（QUOカード 5万円分 1組）
（QUOカード 1万円分 3組）
（図書カード 1万円分 1組）

（QUOカード 3万円分 1組）
（QUOカード 1万円分 1組）

（QUOカード 3万円分 4組）
（QUOカード 1万円分 2組）

フジテック特別賞
質 疑 応 答 賞

優秀賞
動 画 賞

最 優 秀 賞
奨 励 賞
高校生敢闘賞

近畿2府5県（大阪府・京都府・兵庫県・奈良県・三重県・滋賀県・和歌山県）畿圏内の高校、大阪府下の大学・大学院に通う学生
個人またはグループ。ただし、大学生・大学院生の場合は、追手門学院大学の学生個人か、
1名以上の追手門学院大学学生を含むグループ。 プラン・アイデアの内容が異なれば1人で何件でも応募することができます。

※ 申込書に添付できる容量は6MBまでです。
※ 応募後すぐに返送される「応募申込書を受け付けました」というメールが30分以内に届かない場合は、
下記お問い合わせ先まで至急ご連絡ください（メール推奨）。

※ 電話やFAX、ペーパーでの応募は一切受け付けません。　※ プラン・アイディア１つにつき応募申込書1部が必要です。
※ 代表者として応募できるのは「1部門1チームまで」とします。

募集期間：2021年9月10日（金）～2021年10月31日（日）必着

https://ws.formzu.net/dist/S16204150/

https://www.otemon.ac.jp/research/labo/venture.html

コンテスト応募フォームURL

ベンチャービジネス研究所HP

② 応募フォームに申込書を添付して申込み

① 下記のホームページから申込書をダウンロードし、必要事項を記入

/ 本学ベンチャービジネス研究所の所員・研究員・顧問、および外部の有識者の中から審査委員会を設けて審査します。
/ プラン・アイデアのオリジナル性・市場性・実現可能性・社会貢献性、及び、プレゼンテーション能力。

審 査 員
審査基準

※詳細は追って告知します。オンライン開催

・オンライン会議システムを利用して発表会を実施します。
・事前に作成してもらうパワーポイントやプレゼンテーション動画などと、オンライン会議システムを使って行う質疑応答を基に審査します。
発表会と2次審査の後、結果発表と表彰をオンライン上で行います。

・審査結果を11月中旬にメール・大学HPで通知します。 ※追手門学院大学の学生にはCAMPASSQUAREに掲示・メール配信します。

（２）第2次審査：12月9日（木）午後　　　　　 （予定）

（１）第1次審査：9月10日（金）～10月31日（日）の間に提出された書類を基に審査を行います。

※カーボンニュートラルについてはこちらを参照

https://j-net21.smrj.go.jp/qa/org/Q1399.html

（独立行政法人中小企業基盤整備機構 J-Net21

「ビジネスQ&A」より）社会に役立つビジネスプラン・アイデア
ニーズがあるもののこれまで供給がなかった、

カーボンニュートラルに向けた
ニュービジネス

一般部門 ：

特別部門 ：

本学の教育理念（目的）は「独立自彊・社会有為」です。
その実践事業の一つとして、ベンチャービジネス研究所
では、学生による「ビジネスプランの作成と発表」の場を
設けます。これによって起業家マインドの醸成と起業の
正しいあり方への関心が高まることを期待します。

しゃかいゆういどくりつじきょう

● お問い合わせ先

● その他の注意事項

● 賞と副賞（予定）

● 応募資格

● 応募方法・提出先

● 審査方法とスケジュール

● 募集テーマ

● 趣旨

募 集 要 項

第12 回 追大
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「第12回追大ビジネスプランコンテスト」で、最優
秀賞を受賞させていただきましたチーム「グリーング
リーン」の吉田真緒です。今回受賞させていただいたビ
ジネスプラン「UrbaGre（アバグリ)」は、手軽にベラ
ンダ緑化ができる、頒布会形式を用いた家庭菜園を提供
する事業です。その時期に合った好みの植物の種と栽培
に必要な道具の全てが定期的に自宅に届くため、家庭菜
園初心者の方でも気軽に始めることが出来るものとしま
した。
コンテストのテーマであるカーボンニュートラルにつ
いて調べていく過程で、地球温暖化の深刻さ、自分自身
も含め、人々の環境問題への意識の低さ、そして、カー
ボンニュートラル貢献への大切さを知りました。そこで、
各家庭レベルでカーボンニュートラル達成に取り組めな
いかと考え､「UrbaGre（アバグリ)」を想起するに至り
ました。
ベンチャービジネス研究所主催の学生研究会や経営学
部のゼミでは、ビジネスプランを発表し、その度にプラ

ン内容や発表資料のデザイン、説明順序などを何度もブ
ラッシュアップしました。先生方に様々なアドバイスや
ご意見をいただいたことにより、より良いビジネスプラ
ンになりました。また、その過程で、より湧くプレゼン
テーションや伝わりやすい発表資料作成などについて学
びました。さらに、メンバーとの連携やデータ活用の重
要性も学ぶことが出来ました。
本大会に参加することで、ビジネスの考案から展開ま
で、初めて真剣にビジネスと向き合いました。そこでは、
たくさんの学びや気づき、反省点がありました。このよ
うな貴重な経験をし、自分自身も成長することが出来
ました。ご指導下さっ
た先生方、チームメン
バーに心より感謝申し
上げます。今回の経験
を活かし、さらなる成
長を目指し努めてまい
りたいと思います。

経営学部２年生の河野雄太です。(一社）学生サポー
トセンター主催「第19回 学生ビジネスプランコンテス
ト」で、｢【防災deliver＋α】国民の意識付け」の代表と
してアイデア賞を受賞させていただきました。
まず、このような貴重で素敵な賞を戴きましたことに、
コンテスト関係者の皆様、また本プラン作成に当たって
アドバイスをいただいた先生方、メンバー各位に、この
場を借りて感謝申し上げたいと思います。
このビジネスプランは自分の経験を基に考案したもの
です。この点ではプランのアイデア作成そのものは、割
とスムーズ進みました。ただし、実現可能性の検証、資
金繰り、収支予測、ターゲット市場の確定など、事業の
細かい部分を作り込む作業は非常に大変でした。
実はもう一つ、｢CVG（キャンパスベンチャーグラン
プリ）大阪大会」にも挑戦していました。しかし、そこ
では上位20位のセミファイナルまでしか残ることが出
来ませんでした。正直に準備不足だったと思います。悔
しさの残る結果でした。｢この大会に全力で取り組んだ
のか」と聞かれると、自信をもって答えることが出来ま
せん。努力や準備の面でも、周りの出場者のレベルが高
く、負けて当然であったとも思います。反対に、もっと
プランに対して貪欲に周りの客観的な意見を取り入れる
べきだったと今では考えています。ここでも、色々な刺
激をもらえました。自分自身、とても成長できた挑戦
だったと振り返ることが出来ます。

今回このビジネスプランコンテストを経験したこと
によって、とても大切なことを学びました。それは自分
一人ではここまで結果を残せていなかったということで
す。ベンチャービジネス研究所主催の「ビジネスプラン
コンテスト対策セミナー」に参加し、ビジネスとは何か
具体的に学ばせていただきました。また、見やすく分か
りやすいプレゼンテーションの作り方なども教わりまし
た。プライベートでも空いている時間にプランのご指導
をしてくださり、一緒にブラッシュアップを何度も重ね
てくださった福嶋先生には、特にお礼申し上げたいと思
います。
最後に、私たちがアイデア賞をいただいたプランは、
地震災害の多い日本で「防災バックの用意があるのか？
何が入っていたか？」と
いった些細な気付きから想
起したプランです。今のと
ころ、このプランで実際に
起業する予定はありません
が、日本を災害から守りた
いという気持ちは変わりま
せん。｢皆様、防災備蓄は出
来ていますでしょうか？」
という問いかけで、私の感
想を終えたいと思います。

フジテック杯　第12回追大 学生ビジネスプランコンテスト　最優秀賞
グリーングリーン「UrbaGre（アバグリ)｣

代　表　吉田 真緒（経営学部２年）

一般財団法人 学生サポートセンター主催　令和３年度 第19回ビジネスプランコンテスト　アイデア賞
受賞作「防災deliver＋α 国民の意識付け｣

代　表　河野 雄太（経営学部２年）
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追手門学院大学総持寺キャンパスカフェテリア内に設置された「まちライブラリー」に、第８回追手門グッズコンテス
ト入賞作品のパネルが展示されました。
最優秀賞、優秀賞２件、いばらきバル賞の計４件の作品が紹介されています。

一般財団法人　学生サポートセンターが主催する「令和３年度 第19回 ビジネスプランコンテスト」に応募した、
本学経営学部２年生の河野雄太さんのチームが、応募作「防災deliver＋α 国民の意識付け」でアイデア賞を受賞しま
した。
河野さんは、ベンチャービジネス研究所が主催する、ビジネスプランコンテスト対策セミナー「学生研究会
（2021.10.７～11.18開催　計10回)」に参加し、講師の先生からのアドバイスを生かしてプランをブラッシュアップ
させてコンテストに臨みました。(本紙５ページに、河野さんの受賞コメントを掲載）

まちライブラリーにグッズコンテスト入賞者紹介パネルが展示されました

報　告 　学生研究会の参加学生が学外コンテストで受賞しました
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ほくせつ探検大学は、北摂地域の活性化を目的に北お
おさか信用金庫と株式会社サイネックスと提携し、主に
情報発信などに取り組むプロジェクトです。日常的な取
り組みとして北摂地域の店舗やスポットを取材し、SNS
（Instagramなど)、紙（リーフレットなど)、動画、ラ
ジオなどの媒体を通して情報発信しています。
昨年度に引き続き今年度も新型コロナウイルスの感染
拡大、緊急事態宣言の発出などにより特に上半期は日常
的な取材を実施することができませんでした。そのため、
「Zoom」などのオンラインツールを活用して、活動に
関係する学習や取材の計画などを行いました。
感染状況が落ち着いてきた下半期には、10月17日に
「地域連携学生フォーラム in OSAKA 2021」(会場：グ

ランフロント大阪）で、田里媛菓さんや中谷幸輝君がほ
くせつ探検大学の活動報告を行いました。
８月に千里阪急（百貨店）からイベントのご提案をい
ただき、11月17日～23日に「千里さんぽ」という名称
でコラボ企画を実施しました。具体的には、学生がこれ
まで取材してきた店舗や商品などの出店や、北摂７市３
町に関するクイズラリー、ほくせつ探検大学の活動紹介
などを行いました。
12月８・９日には北おおさか信用金庫主催「きたし
んビジネスマッチングフェア」に出展しました。
12月から３ヶ月連続で、水野浩児教授のラジオ番組
「水野浩児の月曜情報スタジオ」に学生が出演しました。

ほくせつ探検大学活動報告

経営学部　宮﨑　崇将（ベンチャービジネス研究所所員）

活動の紹介（地域連携学生フォーラム in OSAKA 2021）

地域の企業との交流
（きたしんビジネスマッチングフェア）

学生による店頭販売
（千里さんぽ）
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■ 編集・発行　2022 年 3月 31日　印刷
　 　　　　　　2022 年 3月 31日　発行

■ 編集代表者　村　上　喜　郁

■ 印　刷　所　川西軽印刷株式会社

■ 発　行　所　追手門学院大学　ベンチャービジネス研究所
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◆所員・研究員の募集
①　所員・研究員の募集（教員）
ベンチャービジネス研究所の活動にご参加いただける教員（所員・研究員）を募集しております。
ベンチャービジネスや事業承継についての調査研究活動・出版等の事業を実施しています。入所希望
の方は事務局までご連絡ください。

②　学生研究員の募集
ベンチャービジネス研究所主催の企画や事業にご参加いただける学生研究員を募集しております。
　・ビジネスプランの企画やプレゼンテーションなどについて学ぶ研究会
　・北摂地域の魅力を発信するプロジェクト
　・アイデアグッズやビジネスプランのコンテスト
その他さまざまなイベントを実施しています。
ベンチャービジネス、地域貢献などに興味のある方はぜひご参加ください。先生方からも学生に
お声かけください。

20212021年度ベンチャービジネス研究所　所長・所員・研究員・顧問一覧年度ベンチャービジネス研究所　所長・所員・研究員・顧問一覧

2018年度ベンチャービジネス研究所　所長・副所長・所員・研究員・顧問一覧

役　職 氏　　名 所属等

所 長 村上　喜郁 経営学部教授

所 員 池内　博一 経営学部准教授

所 員 池田　信寛 経営学部教授

所 員 石盛　真徳 経営学部教授

所 員 稲葉　　哲 地域創造学部専任講師

所 員 井上　秀一 経営学部准教授

所 員 岡崎　利美 経営学部准教授

所 員 佐藤　敦信 地域創造学部准教授

所 員 杤尾　安伸 経営学部准教授

所 員 長岡　千賀 経営学部准教授

所 員 朴　　修賢 経営学部教授

所 員 葉山　幹恭 地域創造学部専任講師

所 員 水野　浩児 経営学部教授

所 員 宮宇地俊岳 経営学部准教授

所 員 宮﨑　崇将 経営学部准教授

役　職 氏　　名 所属等

所 員 安本　宗春 地域創造学部専任講師

所 員 山下　克之 経営学部教授

所 員 李　　　建 経営学部教授

研究員 金川　智恵 経営学部教授

研究員 梶原　　晃 久留米大学文学部教授

研究員 田淵　正信 客員教授・公認会計士・税理士

研究員 村田　崇暢 経営学部非常勤講師

顧 問 金森喜久男
一般社団法人 情報セキュリティ
関西研究所代表理事
パナソニック株式会社客員

顧 問 木田　洋一
一般社団法人 広報支援機構理事
岩井コスモ証券監査役
毎日放送顧問

顧 問 合田　順一 茨木商工会議所会頭

顧 問 寺本　博美 三重中京大学名誉教授

顧 問 西岡　健夫 追手門学院大学名誉教授

2022.1.1現在


